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普段からパソコンをつかっていて操作に慣れている方であれば、
WordやPowerPointを使って自分でデザインのデータを作ること
ができます。

WordやPowerPointにもデザインのテンプレートなどがたくさん
用意されていますので、自分の理想にあったデータを１から手軽
に作ることができるのが、いちばんのメリットです。

注意しないとならない点は、印刷に使用できるデータにしておく
必要があるという点です。

データの作成は自宅で出来ても、印刷まで自分ですることは大変
です。最終的に印刷業者に依頼することを視野に入れると失敗な
く印刷できるでしょう。

文字や背景デザインの印刷範囲や用紙を裁断する位置など想定
し、作成しておくことがポイントとなります。

「8ページのプロフィールブック」印刷データの作り方動画

こだわりいっぱい！素敵な手作り席札例（Instagramへ飛び
ます）

kinkos_jp_cam…
1,269 フォロワー

プロフィールを表示

「いいね︕」32件

コメントを追加...

Instagramでもっと見る

普段からパソコンでのデザイン作成に慣れている方は、デザイン作成ソフトなどのツールを使うとさらにおしゃれに作成することができ
ます。

よく使用されている有名なツールだと「canva（外部サイトへ飛びます）」などが挙げられますが、無料でもたくさんおしゃれなテンプ
レートを使って作成できますので、WordやPowerPointでは物足りないという方には専用ツールを使うことをお勧めします。

WordやPowerPointのなかでも解説しましたが、印刷に進む際には印刷のデータがそのまま使うことができないといったケースもあります
ので、同様に注意が必要です。

デザインデータの作成範囲に注意

＜塗り足し参考画像＞

＜A4用紙にB5データを載せたトンボ参考画像＞

一般的なプリンタでは、印刷すると必ず白いフチができます。フ
チなしに仕上げたい場合は、仕上がりサイズより少し大きい紙に
印刷して、４辺を断裁する必要があります。
そのためにデータを作成する際必要なのが「トンボ」と「塗り足
し」です。

「トンボ」は白いフチをカットする際のガイド線です。トンボが
無いと文字切れ・画像切れ、白フチが残ってしまうなどの原因と
なります。

また、「塗り足し」はカットする際に端までキレイに背景が印刷
されるように、仕上がりサイズより少し大きめに背景・デザイン
を作っておくことです。

塗り足しのサイズは一般的には3～5ｍｍで、印刷会社により異な
ります。

用紙をカットする内側5ｍｍの塗り足し部分には、重要な文字を
表記したり、デザインを載せたりしないなど、注意して作成しま
しょう。

PDFデータで保存

WordやPower Pointを使う

デザイン作成ツールを使う

デザインデータ作成の注意点まとめ
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フチなし印刷　データ作成時の注意点

仕上がりサイズ別　塗り足しサイズの目安

Ｂ５
Ｂ４
Ａ４
Ａ３

182×257 mm
257×364 mm
210×297 mm
297×420 mm

188×263 mm
263×370 mm
216×303 mm
303×426 mm

用紙サイズ 塗り足しサイズ

例プリントアウトの仕上りの違い A4サイズのフチなし印刷
塗り足し・トンボ無しで

仕上がりサイズの紙に印刷すると… B4 の紙に印刷 トンボで断裁（カット） フチなしA4サイズ！

仕上りサイズより一回り大きい
紙に塗り足しとトンボをつけた

原稿を印刷します

トンボに沿って
仕上がりサイズにカット！

フチなしで
希望のサイズに！

原稿をそのまま印刷すると
必ず白フチが出来ます

そ
こ
で…
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　一般的なプリンタでは、印刷すると必ず白いフチができます。フチなしに仕上げたい場合は、仕上が
りサイズより少し大きい紙に印刷して、４辺を断裁する必要があります。そのためにデータを作成する際
必要なのが「トンボ」と「塗り足し」です。
　「トンボ」は白いフチをカットする際のガイド線です。トンボが無いと文字切れ・画像切れ、白フチが残っ
てしまうなどの原因となります。また、「塗り足し」はカットする際に端までキレイに背景が印刷されるよ
うに、仕上がりサイズより少し大きめに背景・デザインを作っておくことです。
※ 塗り足しのサイズは一般的には3～5ｍｍで、印刷会社により異なります。

裁ち落としラインより内側5ｍｍの範囲内（左図の黄色の部分）には、
重要な文字を表記したり、デザインを載せたりしないなど、注意して
作成しましょう。

PowerPoint 等でデータを作成し、ご自身でトンボまで
付けられない 場合は、上記を参考に塗り足し付きのサ
イズで作成ください。ご入稿の際は、元データとPDFの
両方をお持ちいただくと安心です。

塗り足しもトンボもつけられない！
そんなときは…

A4フチなしをご希望の場合

281mm

194mm
281×194mmの範囲内
に重要な文字、デザイン
を配置する。

右図を参考に、仕上がりサイズちょうどで作成下さい。
フチなし印刷用のサイズ調整はスタッフにて行います。
データ作成時、端から 7～ 8ｍｍの範囲内には重要な
文字、デザインは載せないようにお気を付けください。

※ ピンクの点線の外側に文字や
デザインがある場合、断裁時に
切れてしまう可能性があります。




